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3月10日一一で新吉二1
つれ

どんなことが

したいか、聞かれて少し迷ってしまいましたり

やってみたいことがいろいろあったからですり

めずらしいメールが来ましたd

障害者の 友だちからです。

2年近くも手紙を 出しても返事がなカミったので心配.~ていました。

「今 七沢のリハピソテーションセンターにいる」と書いて あり

ました。

f2年前膝のお皿が 3つに割れて落ち込んで いたとき、 私

の詩の葉書を見て とても勇気づけられた。今 一時帰宅したので¥

そのことを思い出して メールを 入れたj と書いでありました。

私は Kさんが無事なのを矢口ってあんしんしました。

布、の手紙を 読んで下さったことを うれしく思いました。

F章害者の中には、 K さんのように時間どともに病気が 少しつづ進

行する人がいます3

またそうでない人も 風邪や病気が長びくと、

ていたことが 出来なくなっていったりします。

私も小さいとき松葉杖の訓練で 少し立てるようになりました

が長く風邪で寝亡いたのと、背がのびはじめたのとが重なって 足

が曲がり それも 無理になりました。

今は毎日 これいじよう 不自由にならないようにと思って

と一生懸命に 訓練してい主す。

Kさんも はやく元気に なって欲 Lいと恩1，、ます。

皆さんがとてもやさしく出迎えて下さって、

ンノくーの声

民生委員さん達と初めて会いました。

官、達のグノレープホームが出来たら、

メ

しかったです。

花を生けたり、本を読んだり、買い物にも行って

みたいですり

地鎮祭がすみました

邑月 9日、新吉田町のグル プホ ム主主

設地で地鎮祭がありました。
のり

神主さんの祝詞があげられ、玉串をささ

げて、皆で 2拝 2拍手 1拝。エイ、エイ、

工イ!の掛け声も勇ましく、こんもり盛っ

た土の上に木のクワがふりおろされ、工事

の安全を祈る犠式が終わりました。

施主の半田さんご夫妻にも初めてお目に

新吉田町連合町内会会長 金子正雄

大原氏に出会ったのが 2月末頃、重度重複障害者のグループホーム建設を計

画、この程漸く新吉田町に適当な場所の提供が受けられ、地域代表者として運

営委員会参加の相談を受けました。

介護する親たちの高齢化、やがては介護を受ける立場も考えられ、地域の方

々の支援が頂ければと要請がありました。地域としても障害を持つ人、介護す

る方が安心して生活できるような環境づくりの手助けが少しでもできればと思

います。

以前私は、地区社協の研修会で盲人施設の朗読ボランティアの方の講演を聴

きました。そのとき杖を使う自の見えない方は他人にいつまでも手を引かれる

と怖いといい、臼分のペースで歩くのが狂ってしまう、方向の違ったことだけ

修正してあげればよいといわれました。

数日後、電車に乗り合わせた若者のグループが白杖の女性を巻き込むように

ホームに降り、勢いよく出口と反対方向に走り出したので、女性もそちらに向

かつてしまいました。トッサに私は手を取って方向を正しく教えたら]寧に礼

をいって 般の人と変わりなく歩く姿に、はじめて障害者への手助けを体験し

た次第です。

秋にはホームも完成とか、出合いを大切に障害を持った人たちへの理解と支

えになれればと思っています。(運営委員)

かかりました。初めて障害者のグル プホ

ームを窪てて貸すのですから、いろいろ心

配もおありでしょうが、これから徐々に理

解を深めていただければと忠います。

みんなでき裂しし lグル プボ λ の生活をして
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ぎしっかり汰んで議たのか、会月も予定返り?浅まることができましたみ
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